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研究成果の概要（和文）：本研究では，乳児と母親を対象に内受容感覚の個人差を測定し，母子相互作用場面に
おける社会的行動との関連性を検討することで，社会的認知発達における母子の内受容感覚の役割を明らかにす
ること目的とした。乳児から大人まで内受容感覚を同一指標で評価するために，新たな行動測定指標を開発し
た。この行動測定指標 を用いて，乳児と母親において内受容感覚の個人差を評価できることを確認した。本研
究の結果，内受容感覚の敏感さが高い乳児は，母親の笑顔が多く，相互作用場面で社会的行動（アイコンタクト
等）を多くすることがわかった。このことは，乳児期においても内受容感覚が社会的認知と密接に関与している
ことを示唆する。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify the role of interoception in the 
social cognitive development of mothers and children by measuring individual differences in 
interoception in infants and mothers and examining its relationship to social behavior in 
mother-infant interaction situations. A new behavioral index was developed to evaluate interoception
 in both infants and adults using the same index. Using this behavioral index, we confirmed that it 
is possible to evaluate individual differences in interoception between infants and mothers. The 
results of this study showed that infants with higher sensitivity to interoception smiled more and 
engaged in more social behaviors (e.g., eye contact) during interactions with their mothers. This 
suggests that interoception is closely related to social cognition even in infancy.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
内受容感覚は，人間の感情や精神疾患との関連が指摘されており，その発達的基盤や役割について世界中の研究
者から注目をあびている。先行研究では，青年・成人において内受容感覚と社会的認知の関連性を検討し，内受
容感覚が高い者は，表情伝染が起こりやすく，アイコンタクトによる表情模倣の促進効果が大きいことがわかっ
たが（Imafuku et al., 2020 Scientific Reports），乳児の内受容感覚の個人差が社会的認知発達と関連して
いるかは未解明であった。本研究成果は，内受容感覚の個人差が発達初期から存在し，人間が他者と関わるのに
必要な社会的認知発達と関連することを世界で初めて明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
内受容感覚とは，空腹，体温，心拍などの身体内部の状態に関する感覚である。内受容感覚は，
人間の感情や心身の健康，精神疾患との関連が指摘されており，その発達的基盤や役割について
研究成果がまたれている。内受容感覚は，他者とかかわる上で必要となる社会的認知や，子ども
の生存や発達を支える養育行動に寄与する可能性が議論されている  (Abraham et al., 2018; 
Quattrocki & Friston, 2014)。先行研究では，青年・成人において内受容感覚と社会的認知の関連
性を検討し，内受容感覚が高い者は，表情伝染が起こりやすく，アイコンタクトによる表情模倣
の促進効果が大きいことがわかった（Imafuku et al., 2020 Scientific Reports）。しかし，乳児
の内受容感覚の個人差が社会的認知発達と関連しているかは未解明であった。 
 
２．研究の目的 
本研究では，乳児と母親を対象に内受容感覚の個人差を測定し，母子相互作用場面における社
会的行動との関連性を検討することで，社会的認知発達における母子の内受容感覚の役割を明
らかにすること目的とした。 

 
３．研究の方法 
 6 ヶ月児とその母親 25 組が本研究に参加した。心拍計とアイトラッカーを用いて，乳児と母
親の心拍に対する敏感さ（内受容感覚の個人差）を評価した。具体的には，心拍に同期して動く
視覚刺激と，非同期して動く視覚刺激を画面の左右に対呈示し，視覚刺激に対する注視時間を測
定した。同期した視覚刺激と非同期した視覚刺激に AOIs を設け，各視覚刺激への注視時間の割
合を算出し，心拍に対する敏感さを評価した。 
母子相互作用における乳児と母親のアイコンタクト，発声，表情，接触を評価し，社会的認知
の個人差を評価した。 
 
４．研究成果 
乳児から大人まで内受容感覚を同一指標で評価するために，新たな行動測定指標を開発した。
この行動測定指標を用いて，乳児と母親において内受容感覚の個人差を評価できることを確認
した。乳児は心拍に非同期した視覚刺激を選好し，母親は心拍に同期した視覚刺激を選好した
（図 1）。本研究の結果，内受容感覚の敏感さが高い乳児は，母親の笑顔が多く，相互作用場面
で社会的行動（アイコンタクト）を多くすることがわかった（図 2）。このことは，乳児期におい
ても内受容感覚が社会的認知と密接に関与していることを示唆する。 
 

 
 
図 1.乳児と母親の心拍に対する敏感さ（内受容感覚の個人差） 
 



 
 
図 2.内受容感覚が高い乳児は母親の笑顔が多くアイコンタクトを多くする 
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